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走査 SQUID 磁気顕微鏡(SSM)は超伝導薄膜中

のボルテックス観察や集積回路の欠陥検査に応

用できる最も磁場分解能が高い装置である[1]．

我々は，極低温動作の SQUID で室温・大気試料

の磁場分布を高い空間分解能で測定するために，

パーマロイプローブを用いた SQUID プローブ顕

微鏡を開発した．さらには，プローブと試料との

距離を極限まで近接させるためにSTMとSSMと

を組み合わせた STM-SQUID 顕微鏡を開発して

いる．Fig.1 に STM-SQUID により同時に計測し

た Ni 細線薄膜パターンの STM 像と SSM 像を示

す．この他，HDD 記録パターンの描出にも成功

している[2]． 

Fig.2 は STM-SQUID のヘッド先端部の模式図

である．電解研磨したパーマロイプローブにより

試料の磁束を SQUID に伝達する一方で，パーマ

ロイプローブは STM プローブとしても用い，試

料の表面形状を計測している．このプローブの先

端径は数 10 nm程度であることから Fig.2 のよう

にコイルを設置することでプローブ先端から局

所的に近距離で試料に磁束を照射することがで

き，ファインな磁気記録の手法として提案できる

と考えられる．本報告では，STM による磁気記

録について述べる． 

プローブには0.3 mm のパーマロイ線材を使

用した．磁束を照射した試料には，事前に強磁場

中で一様に磁化させた HDDのプラッタを採用し

た．コイルは，1 mmの空芯コアに0.2 mmの銅

線を約 100 ターン巻いたものである．STM のバ

イアス電圧を 1 V，トンネル電流値を 1 nAとし

て試料表面をトレースしながら，コイルに 0.7 A

を流して磁束を照射した．Fig.3 は試料の AFM 像

(形状像)と MFM 像(磁気像)であり，この条件で

は約 0.3 m幅の磁気記録パターンが観測されて

いることがわかる． 

 

(a)STM像       (b)SSM 像 

Fig.1 Ni 細線薄膜パターンの STM-SQUID 計測 

 
Fig.2 STM-SQUID ヘッド先端部の模式図 

 

(a) AFM像         (b) MFM 像 

Fig.3 STMによる磁気記録結果 
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